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藤
原
基
俊
・
忠
通
の
贈
答
詩
歌

―
―
光
覚
の
竪
義
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）
―
―

北　
　

山　
　

円　
　

正

一

　

前
稿
（
本
誌
第
三
十
一
号
）
に
引
き
つ
づ
き
、
注
解
を
も
と
と
し
て
、
基

俊
と
忠
通
の
贈
答
詩
歌
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る（
１
）。

次
に
取
り
上

げ
る
の
は
、
書
陵
部
蔵
『
基
俊
集
』
Ⅱ
（
私
家
集
大
成
・
中
古
Ⅱ
所
収
）
の

48
・
49
番
。
基
俊
か
ら
の
詩
と
和
歌
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
引
用
す
る
。
書

陵
部
蔵
本
（
書
本
）
の
本
文
に
は
乱
れ
が
あ
り（
２
）、

48
の
詩
は
、
い
つ
の
こ
ろ

か
見
せ
消
ち
や
傍
記
に
よ
る
校
訂
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を

参
看
し
て
本
文
を
改
め
る
と
と
も
に
、
な
お
も
疑
問
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
文
意
を
考
慮
し
て
訂
し
た
。
次
に
示
し
た
本
文
は
、
前
稿
に
掲
出
し
た

そ
れ
を
さ
ら
に
改
め
て
い
る
。
本
文
の
確
定
は
容
易
で
は
な
い
。
注
解
に
お

い
て
問
題
の
語
を
取
り
上
げ
、
改
訂
の
理
由
を
述
べ
た
。
な
お
、
前
稿
に
お

い
て
示
し
た
本
文
は
、
試
案
に
よ
っ
て
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ

て
い
な
か
っ
た
。
稿
者
の
不
注
意
で
あ
る
。
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
　

�

九
月
尽
日
、
惜
秋
言
志
詩
進
殿
下
。
光
覚
竪
義
事
、
有
御
約
束
遅

遅
比
、
し
め
ぢ
が
原
の
と
被
仰

　
　
　
　

�

（
「
九
月
尽
日
、
秋
を
惜
し
み
志
を
言
ふ
」
の
詩
を
殿
下
に
進

た
て
ま
つる
。

光
覚
が
竪
義
の
事
、
御
約
束
有
る
も
遅
遅
な
る
比こ
ろ

、
「
し
め
ぢ
が

原
の
」
と
仰
せ
ら
る
）

　
　

九
月
尽
日
□＊
　

□＊
　

陰
、　
　

九
月
尽
日
□
□
陰く

ら

し
、

　
　

�

惜
秋
惜
老
惜
陽
沈
。　
　

�

秋
を
惜
し
み
老
い
を
惜
し
み　

陽ひ

の
沈
む
を

惜
し
む
。

　
　

�

金
商
依
例
雖
帰
著＊

　

、　
　

金
商
例
に
依
り
て　

帰
り
著つ

く
と
雖
も
、

　
　

�

紅
葉
埋
蹤
誰
逐＊

　

尋＊
　

。　
　

紅
葉
蹤あ

と

を
埋う

づ

め
て　

誰
か
逐お

ひ
尋
ね
む
。

　
　

�

別
涙
孤
叢＊

　

朝
露
色
、　
　

別
涙
は　

孤
叢
朝
露
の
色
、

　
　

�

徂
辞
寒
樹
晩
風
音
。　
　

徂
辞
は　

寒
樹
晩
風
の
音
。

　
　

�

貴
人
自
本
富
仙
算
、　
　

貴
人
本も

と

自よ

り　

仙
算
に
富
み
た
り
、

　
　

�

不
問＊

　

如
今
漏
刻
深
。　
　

問
は
じ　

如い
ま
し今
漏
刻
の
深
き
こ
と
を
。

　
　

（
48
）

　
　

�
契
り
置
き
し
さ
せ
も
が
露
を
命
に
て
あ
は
れ
今
年
の
秋
も
去い

ぬ
め
り

（
49
）
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二

　

48
番
の
詩
を
読
む
。
ま
ず
詞
書
か
ら
。
こ
の
七
言
律
詩
の
題
は
、
「
九
月

尽
日
、
惜
レ
秋
言
レ
志
」
。
九
月
尽
日
に
、
秋
を
惜
ん
で
心
の
内
を
述
べ
る

の
意
。
「
惜
秋
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
句
の
検
討
に
お
い
て
述
べ
る
。
「
言

志
」
は
、
『
毛
詩
』
大
序
の
「
詩
者
志
之
所
レ
之
也
。
在
レ
心
為
レ
志
、
発
レ

言
為
レ
詩
」
に
も
と
づ
く
語
。
心
の
内
を
詩
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　
　

�

金
吾
相
公
、
不
レ
棄
二
愚
拙
一、　
秋
日
遣
レ
懐
、
適
賜
二
相
視
一。
聊
依
二
本

韻
一、　
具
以
奉
レ
謝
、
兼
亦
言○
レ
志○

（
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
352
詩
題
）

は
、
そ
の
一
例
。
な
お
、
こ
の
詩
題
「
九
月
尽
日
、
惜
レ
秋
言
レ
志
」
は
、

『
江
吏
部
集
』
巻
上
に
も
見
え
る
。

　

そ
し
て
こ
の
詩
を
、
「
殿
下
」
藤
原
忠
通
に
進
上
す
る
と
あ
る
。
か
ね
て

よ
り
「
光
覚
竪
義
事
」
を
依
頼
し
て
お
り
、
忠
通
か
ら
は
「
御
約
束
」
を
取

り
付
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
「
遅
遅
」
な
か
な
か
実
現
に
到
ら
な
い
。
そ
の

頃
基
俊
は
催
促
で
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
忠
通
か
ら
「
し
め
ぢ
が
原
の
」

と
言
葉
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
も
「
竪
義
事
」
は
決
ま
ら
な
か
っ
た

ら
し
い
。
そ
こ
で
、
基
俊
は
つ
づ
く
詩
と
歌
を
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

詞
書
に
引
く
、
忠
通
が
語
っ
た
と
い
う
、
「
し
め
ぢ
が
原
の
」
は
、

　
　

�

な
ほ
頼
め
し
め
ぢ
が
原
の
さ
せ
も
草
我
が
世
の
中
に
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は

（
『
新
古
今
集
』
巻
二
十
・1916

・
釈
教
歌
）

に
依
る
。1917

番
歌
「
何
か
思
ふ
何
を
か
嘆
く
世
の
中
は
た
だ
朝
顔
の
花
の

上
の
露
」
の
左
注
に
「
こ
の
二ふ
た

歌
は
、
清
水
観
音
御
歌
と
な
ん
い
ひ
伝
へ
た

る
」
と
あ
り
、
「
清
水
観
音
」
が
詠
ん
だ
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
件
は
私
に
任
せ
な
さ
い
と
忠
通
か
ら
言
葉
が
あ
っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
で
も
願
い
は
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
「
し
め
ぢ
が
原

の
」
は
、
つ
づ
く
和
歌
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
読

解
の
際
に
、
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

　

詩
を
読
む
。
第
一
・
二
句
は
、
九
月
尽
日
に
秋
・
老
い
・
日
没
を
惜
し
ん

で
い
る
。

　
　

�

九
月
尽
日
□
□
陰く

ら

し
、
秋
を
惜
し
み
老
い
を
惜
し
み 

陽ひ

の
沈
む
を
惜

し
む
（
第
一
・
二
句
）

　

第
一
句
は
、
書
本
に
「
九
月
十
三
夜
尽
日
陰
」
と
あ
り
、
「
十
三
夜
」
を

見
せ
消
ち
に
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
本
文
は
「
九
月
尽
日
陰
」
と
な
る
。

第
二
句
に
「
惜
秋
」
と
あ
り
、
後
続
の
詩
句
に
、
秋
が
「
帰
」
、
「
別
」

「
徂
辞
」
な
ど
と
あ
る
の
で
、
「
九
月
尽
日
」
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
「
九
月
尽
日
」
は
妥
当
な
本
文
で
あ
ろ
う
。
「
陰
」
は
、
こ
の

詩
の
脚
韻
が
「
沈
・
尋
・
音
・
深
―
―
下
平
声
十
二
侵
韻
―
―
」
で
あ
り
、

同
じ
韻
で
あ
る
の
で
、
句
末
の
字
と
考
え
て
よ
い
。
そ
う
す
る
と
第
一
句
は
、

第
五
・
六
字
目
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
陰く
ら

し
」
の
読
み
は

一
案
。
「
九
月
尽
日
」
は
、
九
月
の
末
日
で
あ
り
、
詩
歌
に
お
い
て
行
く
秋

を
哀
惜
す
る
日
で
あ
っ
た（
３
）。

『
和
漢
朗
詠
集
』
『
新
撰
朗
詠
集
』
の
「
九
月

尽
」
は
こ
の
日
を
詠
じ
た
詩
歌
を
収
載
し
て
い
る
。
「
九
月
尽
日
」
に
「
□

□
陰
」
と
つ
づ
く
の
は
、
秋
が
日
暮
れ
と
と
も
に
帰
っ
て
行
く
と
考
え
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
第
二
句
の
「
惜
二
陽
沈
一
」
と
符
合
し
て
い
る
。

「
陰く
ら

し
」
の
訓
は
、
こ
れ
ら
に
も
と
づ
く
。
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第
二
句
は
、
九
月
尽
日
に
ま
つ
わ
る
哀
惜
を
た
た
み
掛
け
る
。
こ
の
句
の

よ
う
に
、
同
じ
語
を
三
度
も
ち
い
る
句
法
は
、

　
　

�
非○
レ
荘
非○
レ
老
非○
二
蘭
若
一、　
竹
樹
池
亭
十
畝
余
。
非○
レ
道
非○
レ
僧
非○
二
俗

吏
一、　
褐
裘
烏
帽
閉
レ
門
居
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
四
・3114

、
「
池

上
閑
吟
」
ノ
二
）

　
　

�

除
目
明
朝
丞
相
家
、
無○
レ
人
無○
レ
馬
復
無○
レ
車
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・

102
、
「
春
日
過
二
丞
相
家
門
一
」
）

な
ど
に
な
ら
う
も
の
か
。
「
惜
レ
秋
」
は
、
秋
を
惜
し
み
、
老
い
行
く
我
が

身
を
惜
し
み
、
秋
の
最
後
の
夕
陽
を
惜
し
む
。

　
　

�

惜○
レ
秋○

秋
不
レ
駐
、
思
レ
菊
菊
纔
残
（
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
381
、
「
暮

秋
賦
二
秋
尽
翫
一レ
菊
。
応
レ
令
」
）

　
　

�

少
年
猶
亦
惜○
レ
秋○

苦
、
何
況
閑
人
潦
倒
時
（
『
江
吏
部
集
』
巻
上
、

「
九
月
尽
日
、
惜○
レ
秋○

言
レ
志
」
）

　
　

�

留
不
レ
得
レ
留
遄
暮
日
、
惜○

猶
可
レ
惜○

一
時
秋○

（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻

五
・
311
、
藤
原
忠
通
「
九
月
尽
日
惜○
レ
秋○

」
）

惜
秋
の
詩
は
、
中
唐
の
白
居
易
に
始
ま
る
惜
春
の
詩
を
も
と
と
し
て
い
る
。

平
安
時
代
に
惜
春
詩
を
応
用
し
て
、
秋
を
哀
惜
す
る
心
情
を
描
き
出
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
惜
秋
詩
に
用
い
る
語
彙
や
表
現
に
は
、
惜
春
詩
の
そ

れ
を
活
か
し
た
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
白
詩
の
、

　
　

�

不
二
独
送
一レ
春
兼
送
レ
老
、
更
嘗
一
酌
更
聴
看
（
『
白
氏
文
集
』
巻

五
十
五
・2593

、
「
送
レ
春
」
）

を
利
用
し
て
、
菅
原
道
真
は
、

　
　

�

非
二

啻
惜
一レ

花
兼
惜
レ

老
、
呑
レ
声
莫
レ
道
歳
華
闌
（
『
菅
家
文
草
』
巻

六
・
461
、
「
九
月
尽
日
題
二
残
菊
一。
応
二
太
上
皇
製
一
」
）

と
詠
じ
、
さ
ら
に
基
俊
は
、
両
者
の
表
現
を
踏
ま
え
て
こ
の
第
二
句
を
生
み

出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
惜
レ
老
」
と
、
九
月
尽
日
に
老
い
を
惜
し
む
心
情

を
伴
う
の
は
、
白
詩
に
は
、

　
　

�

日
斜
啼
鳥
思
、
春△

△尽
老○

○

○
人
心
（
巻
五
十
六
・2687

、
「
惜
二
落

花
一
」
）

　
　

�

冬
裘
夏
葛
相
催
促
、
垂○
レ
老○

光
陰
速
似
レ
飛
（
巻
六
十
六
・3262

、

「
閑
居
春△

△尽
」
）

と
、
三
月
尽
日
に
老
い
に
思
い
を
致
す
こ
と
が
多
く（
４
）、
こ
れ
を
九
月
尽
日
に

も
持
ち
込
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
江
千
里
は
、

　
　

�

悲
愁
縁
レ
欲
レ
老
、
老
過
却
無
レ
悲
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
四
・3097

、

「
答
二
夢
得
秋
日
書
レ
懐
見
一レ
寄
」
）

の
前
句
を
題
と
し
て
―
―
『
句
題
和
歌
』
（
『
千
里
集
』
）
の
句
題
は
、

「
悲
愁
」
を
「
秋
悲
」
に
作
る
―
―
、

　
　

�

過
ぎ
て
行
く
秋
の
悲
し
と
見
え
つ
る
は
老
い
な
む
こ
と
を
思
ふ
な
り
け

り
（
43
）

と
詠
ん
で
い
る
。
白
詩
は
、
秋
の
あ
る
日
の
所
感
を
詠
む
だ
け
だ
が
、
千
里

は
、
秋
の
終
わ
り
に
お
け
る
感
慨
と
し
て
う
た
っ
て
い
る
。
九
世
紀
の
終
わ

り
近
く
に
な
っ
て
、
九
月
尽
日
の
詩
想
が
広
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。
「
惜
二
陽
沈
一
」
と
、
日
暮
れ
時
を
詠
み
込
む
―
―
第
六
句

に
も
「
晩
風
音
」
と
あ
る
―
―
の
も
、
白
居
易
が
、

　
　

�

慈
恩
春
色
今
朝
尽
、
尽
日
徘
徊
倚
二
寺
門
一。
惆
悵
春
帰
留
不
レ
得
、
紫

藤
花
下
漸○

○

○
黄
昏
（
巻
十
三
・0631

、
「
三
月
三
十
日
、
題
二
慈
恩

ス
ミ
ヤ
カ
ニ

コ
コ
ロ
ミ
ニ

イ
フ
コ
ト
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寺
一
」
）

　
　

�

晩○

○来
林
鳥
語
殷
勤
、
似
下
惜
二
風
光
一
説
中
向
人
上。
…
…
声
声
勧
レ
酔
応

須
レ
酔
、
一
歳
唯
残
半○

○

○
日
春
（
巻
六
十
四
・3131

、
「
三
月
晦
日
、
晩○

聞
二
鳥
声
一
」
）

な
ど
と
詠
じ
る
、
春
の
尽
日
の
さ
ら
に
そ
の
日
暮
れ
時
に
極
ま
る
惜
春
の
情

を
、
九
月
尽
日
に
応
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

�

金
商
例
に
依
り
て　

帰
り
著つ

く
と
雖
も
、
紅
葉
蹤あ

と

を
埋う

づ

め
て　

誰
か
逐お

ひ
尋
ね
む
（
第
三
・
四
句
）

　

第
三
句
の
「
金
商
」
は
、
秋
の
こ
と
。
「
金
」
は
五
行
の
一
つ
。
方
位
で

は
西
、
季
節
で
は
秋
、
五
音
で
は
商
。

　
　

�

昭
二
仁
恵
於
崇
賢
一、
抗ア

グ
二
義
声
於
金○

○商
一
（
『
文
選
』
巻
三
、
後
漢
の
張

衡
「
東
京
賦
」
。
薛
綜
注
「
崇
賢　
ハ

東
門
名
也
。
金
商　

ハ

西
門
名
也
。
謂
、

…
…
西
為
レ
金
主
レ
義
、
音
為
レ
商
。
若
下
秋
気
之
殺
二
万
物
一、
抗
中
天
子

徳
義
之
声
上。
故
立
二
金
商
門
於
西
一
也
」
）

は
、
西
に
建
て
た
門
の
名
。
秋
の
意
の
例
に
は
、
次
が
あ
る
。

　
　

�

金○

○商
七
月
之
候
、
銀
漢
二
星
之
期
（
『
本
朝
麗
藻
』
巻
上
・
52
、
大

江
以
言
「
七
夕
於
二
秘
書
閣
一、
同
賦
二
織
女
雲
為
一レ
衣
。
応
レ
製
」
序
。

『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
225
）

　
　

�

晨
策
二
蒲
梢
一
尋
二
上
方
一、
崇
朝
乗
レ
興
送
二
金○

○商
一
（
『
本
朝
無
題
詩
』

巻
十
・
678
、
藤
原
周
光
「
九△

月△

△尽
遊
二
円
融
院
一
」
）

「
依
例
」
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
。
毎
年
の
よ
う
に
。
「
帰
著
」
は
、
か
え

る
。
「
著＊
　

」
は
、
動
詞
の
後
に
添
え
る
助
字
。
『
詩
家
推
敲
』
（
巻
下
）

に
、
「
著
ハ
麗
也
、
黏
也
。
…
…
本
義
ヨ
リ
転
シ
テ
助
語
ト
ナ
ル
」
と
み
え

る
。
底
本
は
「
者
」
に
作
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
こ
こ
は
意

に
よ
っ
て
改
め
た
。

　
　

�

帰○
二
著○

葷
腥
一
応
二
宴
楽
一、
世
間
何
処
擬
二
先
尋
一
（
『
菅
家
文
草
』
巻

一
・
53
、
「
長
斎
畢
、
聊
言
レ
懐
寄
二
諸
才
子
一。
詶
答
頻
来
、
吟
詠
有
レ

懐
。
更
因
二
本
韻
一、
重
以
戯
之
」
）

は
、
そ
の
例
。
こ
こ
で
は
、
秋
が
帰
っ
て
行
く
こ
と
。
帰
る
の
で
あ
る
か
ら

や
っ
て
来
た
の
で
あ
り
、
秋
を
旅
人
と
見
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
秋

が
例
年
ど
お
り
帰
路
に
就
く
と
は
い
え
」
と
こ
の
句
を
終
え
、
こ
の
あ
と
に

含
み
を
持
た
せ
て
い
る
。
そ
の
行
く
先
を
知
り
た
い
と
い
っ
た
思
い
を
滲
ま

せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
句
の
「
紅
葉
埋
レ
蹤
」
は
、
紅
葉
が
、
秋
の
帰
っ
て
行
く
道
を
覆
っ

て
見
え
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
。
「
逐＊
　
＊
　尋

」
は
、
底
本
に
「
遂
府
」
と
あ

り
、
「
府
」
に
「
尋
歟
」
を
傍
記
す
る
。
「
遂
府
」
で
は
解
し
が
た
い
の
で
、

「
遂
」
は
「
逐
」
の
誤
写
と
見
、
「
府
」
は
傍
記
に
し
た
が
っ
て
改
め
た
。

誰
も
秋
を
追
っ
て
た
ず
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
意
。
類
似
の
表
現
に
は
、

　
　

�

春△

無
レ
跡○

至
争
尋○

得
、
老
趁
レ
身
来
亦
避
難
（
『
新
撰
朗
詠
集
』
巻

上
・
4
・
立
春
、
藤
原
篤
茂
「
立
春
日
」
）

　
　

�

尋○
レ
輝
無
レ
跡○

余
霞
地
、
望
レ
景
如
レ
奔
落
日
車
（
『
類
聚
句
題
抄
』
285
、

大
江
以
言
「
惆
悵
惜
二
春△

△暮
一
」
）

　
　

�
委
レ
地
正
応
二
随
レ
景
去
一、
任
レ
風
便
是
趁○
レ
蹤○

○尋
（
『
本
朝
麗
藻
』
巻

上
・
27
、
藤
原
伊
周
「
花
落
春△

△

△
帰
路
」
）

な
ど
が
あ
る
。
名
残
惜
し
い
秋
を
た
ず
ね
て
行
こ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
か

な
わ
ぬ
と
い
う
表
現
は
、
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�

長
恨
春△

△帰
無○
二
覓△

処
一
、
不
レ
知
転
入
二
此
中
一
来
（
『
白
氏
文
集
』
巻

十
六
・0969

、
「
大
林
寺
桃
花
」
。
「
覓
」
は
、
も
と
む
の
意
）

に
も
と
づ
く
。
な
お
、
道
が
紅
葉
に
埋
も
れ
た
た
め
に
、
秋
の
行
方
が
分
か

ら
な
い
と
詠
じ
る
和
歌
に
、

　
　

�

足
引
き
の
山
路
は
秋
ぞ
ま
ど
ひ
ぬ
る
つ
も
れ
る
紅
葉
跡
し
な
け
れ
ば

（
「
陽
成
院
一
親
王
姫
君
達
歌
合
」
21
）

　
　

�

も
み
ぢ
葉
に
道
は
う
も
れ
て
跡
も
な
し
い
づ
く
よ
り
か
は
秋
は
行
く
ら

む
（
『
古
今
六
帖
』
第
一
・
206
・
秋
の
は
て
）

が
あ
る
。

　

第
五
・
六
句
は
、
秋
と
の
別
れ
を
描
く
。

　
　

�

別
涙
は　

孤
叢
朝
露
の
色
、
徂
辞
は　

寒
樹
晩
風
の
音
（
第
五
・
六

句
）

　

第
五
句
の
「
別
涙
」
は
、
秋
と
の
別
れ
を
悲
し
ん
で
流
す
涙
の
こ
と
。

　
　

�

万
行
流
二
別○

○涙
一、
九
折
切
二
驚
魂
一
（
初
唐
駱
賓
王
「
送
二
費
六
還
一レ

蜀
」
）

　
　

�

露
応
二
別○

○涙
一
珠
空
落
、
雲
是
残
粧
髻
未
レ
成
（
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・

346
、
「
七
月
七
日
、
代
二
牛
女
一
惜
二
暁
更
一。
各
分
二
一
字
一。
応
レ
製
」
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
214
・
七
夕
）

は
、
そ
の
例
。
「
孤
叢＊
　

」
は
、
底
本
は
「
孤
露
」
に
作
る
が
、
つ
づ
く
「
朝

露
」
の
「
露
」
と
重
複
し
、
拙
い
。
こ
こ
は
「
叢
」
の
誤
り
と
み
て
改
め
た（
５
）。

「
孤
叢
」
は
、
ひ
と
む
ら
の
草
、
一
つ
の
草
む
ら
。
次
の
例
の
よ
う
に
、
菊

に
つ
い
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
詩
の
場
合
も
そ
う
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。

　
　

�

満
園
花
菊
鬱
金
黄
、
中
有
二
孤○

○叢
一
色
似
レ
霜
（
『
白
氏
文
集
』
巻

五
十
七
・2774

、
「
重
陽
席
上
賦
二
白
菊
一
」
）

　
　

�

擬
レ
擅
二
孤○

○叢
美
一、
先
芸
二
庶
草
蕃
一
（
『
菅
家
文
草
』
巻
四
・
269
、

「
寄
二
白
菊
一
四
十
韻
」
）

も
と
よ
り
、

　
　

�

初
着
二
孤○

○叢
一
微
燎
発
、
須
臾
逆
散
万
山
然モ

ユ

（
『
文
華
秀
麗
集
』
巻

下
・
141
、
巨
勢
識
人
「
和
下
滋
内
史
奉
レ
使
遠
行
観
二
野
焼
一
之
作
上
」
）

　
　

�

可
レ
愛
孤○

○叢
意
、
貞
心
我
早
知
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・
157
、
「
晩
秋

二
十
詠
」
ノ
「
疎
竹○

」
）

な
ど
、
菊
と
は
限
ら
な
い
例
も
あ
る
。
「
叢
」
に
置
い
た
「
露
」
を
描
く
例

は
、

　
　

�

晩
叢○

白
露○

夕
、
衰
葉
涼
風
朝
（
『
白
氏
文
集
』
巻
九
・0415

、
「
秋

題
二
牡
丹
叢○
一
」
）

　
　

�

昔
携
白
菊
叢○

辺
露○

〈
菅
家
文
草
、
有
二
九
月
三
十
日
白
菊
叢
辺
小
序
一。

今
有
レ
所
レ
感
〉
、
今
宴
青
松
野
外
煙
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
、
「
九

月
尽
日
、
侍
二
北
野
廟
一。
各
分
二
一
字
一
」
）

な
ど
多
数
あ
り
、
馴
染
み
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
「
朝
露
の
色
」
は
、

別
れ
の
涙
の
色
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

第
六
句
の
「
徂
辞
」
は
、
行
き
去
る
、
辞
去
す
る
の
意
。
「
徂
」
は
、

　
　

�
歳
月
其
徂○

、
年
其
逮
レ
耇オ

イ
ニ（
『
文
選
』
巻
十
九
、
漢
の
韋
孟
「
諷
諫
」
。

李
善
注
「
徂　
ハ

往
也
」
）

と
あ
る
よ
う
に
、
行
く
、
往
く
の
意
。
秋
が
九
月
尽
日
を
も
っ
て
去
っ
て
行

く
。
「
寒
樹
」
は
、
葉
が
落
ち
て
寒
々
と
し
た
木
。
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�

千
里
何
蕭
条
、
白
日
隠
二
寒○

○樹
一
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
、
梁
の
江
淹

「
雑
体
詩
三
十
首
」
ノ
「
劉
太
尉
〈
傷
レ
乱
〉
琨
」
）

　
　

�
宿
霧
籠
来
寒○

○樹
暗
、
陰
雲
行
尽
暮
山
多
（
『
教
家
摘
句
』
155
、
藤
原
兼

衡
「
暮
秋
城
南
別
業
」
）

は
、
そ
の
例
。
「
晩
風
」
は
、
夕
暮
の
風
。

　
　

�

独
嘯
晩○

○風
前
、
何
人
知
二
此
意
一
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六
・0258

、

「
閑
居
」
）

　
　

�

庭
承
二
水
気
一
静
、
葉
逐
二
晩○

○風
一
従
（
『
菅
家
文
草
』
巻
五
・
373
、

「
賦
二
葉
落
庭
柯
空
一
」
）

は
、
そ
の
例
。
「
晩
風
音
」
は
、
秋
が
去
っ
て
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
寂

し
い
音
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
七
・
八
句
は
、
貴
人
は
長
寿
だ
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
愚
痴
を

こ
ぼ
す
。

　
　

�

貴
人
本も

と

自よ

り　

仙
算
に
富
み
た
り
、
問
は
じ　

如い
ま
し今
漏
刻
の
深
き
こ
と

を
（
第
七
・
八
句
）

　

第
七
句
の
「
貴
人
」
は
、
身
分
の
高
い
人
、
高
貴
な
人
。
こ
こ
で
は
こ
の

詩
を
送
っ
た
相
手
、
忠
通
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

�

城
柳
宮
槐
漫
揺
落
、
悲
秋
不
レ
到
二
貴○

○人
心
一
（
『
白
氏
文
集
』
巻

六
十
八
・3471

、
「
早
入
二
皇
城
一、
贈
二
王
留
守
僕
射
一
」
。
『
千
載
佳

句
』
上
・
162
・
秋
興
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
308
・
落
葉
）

　
　

�

惆
悵
貴○

○人
無
二
到
日
一、
只
今
猶
合
レ
傲
二
王
侯
一
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之

上
・
65
、
「
台
山
絶
頂
」
）

は
、
そ
の
例
。
「
自
本
」
は
、
も
と
よ
り
。
「
仙
算
」
は
、
神
仙
の
よ
う
な

長
命
、
高
貴
な
人
の
年
齢
を
尊
ん
で
い
う
語
。
こ
こ
で
は
忠
通
の
年
齢
の
こ

と
。

　
　

�

宜
下
就
二
花
枝
一、
将
上レ
祝
二
仙○

○算
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
・
294
、
島
田

忠
臣
「
就
二
花
枝
一。
応
レ
製
」
序
）

　
　

�

仙○

○算
千
年
祈
不
レ
尽
、
妖
氛
万
里
払
無
レ
来
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻

二
・
34
、
藤
原
茂
明
「
六
月
祓
」
）

は
、
そ
の
例
。

　

第
八
句
の
「
不
問＊
　

」
の
「
問
」
は
、
底
本
で
は
「
向
」
に
「
問
歟
」
を
傍

記
す
る
。
本
文
は
こ
れ
に
よ
っ
た
。
問
い
か
け
た
り
は
し
ま
す
ま
い
の
意
。

「
如
今
」
は
、
ま
さ
に
今
。
切
迫
し
た
状
況
を
訴
え
る
響
き
が
あ
る
。
「
漏

刻
」
は
、
水
時
計
、
時
間
。
「
漏
刻
深
」
は
夜
の
更
け
て
行
く
こ
と
。

　
　

�

司
天
謁
道
星
躔
衍
、
推
暦
欺
言
漏○

○刻
加
（
『
類
聚
句
題
抄
』
272
、
島

田
忠
臣
「
閑
光
覚
二
日
長
一
」
）

　
　

�

人
皆
俯
察
雖
二
清
浄
一、
唯
恨
低
レ
頭
夜△

○

○
漏
深
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
・

116
、
「
水
中
月
」
）

は
、
そ
の
例
。
こ
の
二
句
は
、
「
貴
人
」
で
あ
る
あ
な
た
様
は
長
生
き
を
な

さ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
お
尋
ね
は
し
ま
す
ま
い
、
今
私
は
年
老
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
。
「
漏
刻
深
」
は
夜
の
更
け
た
こ
と
を
言
う
の
み
で
は
な
く
、

自
分
が
年
を
取
っ
た
こ
と
を
も
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
詩
は
、
惜
秋
を
全
体
の
基
調
と
し
て
詠
じ
つ
つ
、
尾
聯
に
到
っ
て
忠

通
に
恨
み
が
ま
し
く
愁
訴
す
る
。
第
七
句
「
貴
人
」
忠
通
は
、
も
と
よ
り

「
仙
算
」
豊
か
な
寿
命
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
先
の
憂
え
は
な
い
、
将

来
は
開
け
て
い
て
約
束
さ
れ
て
い
る
と
言
ほ
ぐ
。
菅
原
道
真
に
は
、

マ
ミ
エ
テ
イ
ハム

ア
マ
ル
ト
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�

君
富
二
春
秋
一
臣○

○

○
漸
老
、
恩
無
二
涯
岸
一
報
猶
遅
（
『
菅
家
後
集
』
473
、

「
九
日
後
朝
、
同
賦
二
秋
思
一。
応
レ
制
」
）

と
、
醍
醐
天
皇
に
は
長
い
歳
月
が
残
っ
て
い
る
が
、
私
は
老
い
て
き
た
。
恩

寵
は
は
て
し
な
く
お
お
き
い
の
に
、
年
を
と
っ
て
し
ま
っ
て
報
い
よ
う
と
し

て
も
時
間
が
残
っ
て
い
な
い
と
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
高
貴
な
方
の
長
い
将
来

と
、
己
の
先
の
短
い
命
と
を
対
比
す
る
表
現
を
、
基
俊
は
参
照
し
た
の
で
は

な
い
か
。
第
八
句
の
「
漏
刻
深
」
は
、
ま
ず
時
間
が
過
ぎ
て
夜
更
け
に
な
っ

て
、
秋
が
も
う
終
わ
る
と
言
う
。
加
え
て
老
い
た
自
分
の
命
数
も
尽
き
よ
う

と
し
て
い
る
と
、
訴
え
と
も
愚
痴
と
も
つ
か
ぬ
ひ
と
言
を
洩
ら
し
て
い
る
。

寿
命
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
「
如
今
」
、
こ
の
よ
う
な
逼
迫
し
た
状
況
に

あ
る
と
哀
訴
す
る
。
秋
尽
と
命
の
終
盤
と
を
重
ね
合
わ
せ
た
、
巧
み
な
口
説

き
と
も
言
え
よ
う
か
。
基
俊
の
訴
え
は
、
息
子
光
覚
の
竪
義
就
任
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
懇
請
が
叶
え
ら
れ
ず
、
も
ど
か
し
さ
、
焦
り
を

お
ぼ
え
な
が
ら
の
作
詩
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

　

こ
の
贈
答
詩
歌
群
の
末
尾
は
、
去
り
行
く
秋
を
詠
じ
る
和
歌
で
あ
る
。
先

に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
和
歌
49
は
詩
48
の
詞
書
を
承
け
て
い
る
。
48
・
49

は
と
も
に
行
く
秋
を
題
材
と
し
て
詠
じ
て
お
り
、
繫
が
り
が
あ
る
。
こ
れ
ら

を
念
頭
に
置
い
て
49
の
和
歌
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
詞
書
に
あ
る
、
忠
通
か
ら
の
返
答
「
し
め
ぢ
が
原
の
」
に
つ
い
て
述

べ
て
お
く
。
こ
の
語
は
す
で
に
に
述
べ
た
と
お
り
、

　
　

�

な
ほ
頼
め
し
め
ぢ
が
原
の
さ
せ
も
草
我
が
世
の
中
に
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は

�

（
『
新
古
今
集
』1916

）

に
見
え
る
。
『
袋
草
紙
』
（
希
代
歌
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
は
、
清
水
寺
の

観
音
が
、

　
　

�

物
思
ひ
け
る
女
の
、
は
か
ば
か
し
か
る
ま
じ
く
は
死
な
む
と
申
し
け
る

に
、
示
し
け
る
。

と
、
訴
え
た
女
に
詠
み
掛
け
た
と
い
う
。
「
な
ほ
頼
め
」
は
、
女
の
窮
状
―

―
そ
の
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
―
―
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
で
も
こ

の
観
音
を
頼
り
に
せ
よ
、
い
っ
そ
う
信
心
せ
よ
な
ど
と
諭
し
て
い
る
。
忠
通

は
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
、
基
俊
に
私
を
頼
り
に
せ
よ
と
告
げ
た
の
で
あ
る
。

　

「
し
め
ぢ
が
原
」
は
、
下
野
国
の
歌
枕
。
『
和
歌
童
蒙
抄
』
（
第
三
・

原
）
に
は
、

　
　

�

し
め
ぢ
が
原
と
は
、
そ
こ
と
さ
し
た
る
所
な
し
。
但
し
め
た
る
野
と
云

成
べ
し
。
又
の
説
に
し
め
じ
の
原
と
い
ふ
。
し
め
ぢ
と
は
下
総
国
に
し

め
づ
の
原
と
云
所
也
。
其
原
に
さ
し
も
草
多
く
生
ひ
た
り
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
さ
し
も
草
」
が
生
え
て
い
る
と
い
う
。

　

「
さ
し
も
草
」
は
さ
せ
も
草
で
あ
り
、
こ
の
語
か
ら
基
俊
詠
の
「
さ
せ
も

が
露
」
が
導
か
れ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る
。

四

　

つ
づ
い
て
基
俊
の
和
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
　

�

契
り
置
き
し
さ
せ
も
が
露
を
命
に
て
あ
は
れ
今
年
の
秋
も
去い

ぬ
め
り

野
イ
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（
49
）

　

こ
の
歌
は
、
『
続
詞
花
集
』
（
巻
十
八
・
894
・
雑
下
）
・
『
千
載
集
』

（
巻
十
六
・1026

・
雑
歌
下
）
に
採
ら
れ
て
い
る
。
『
続
詞
花
集
』
の
詞
書

に
は
、

　
　

�

光
覚
法
師
、
維
摩
会
の
講
師
の
請こ

ひ

に
た
び
た
び
洩
れ
に
け
る
こ
と
を
、

法
性
寺
入
道
前
太
政
大
臣
に
申
し
た
り
け
る
返
り
ご
と
に
、
「
し
め
ぢ

が
原
」
と
は
べ
り
け
る
を
、
次
の
年
も
ま
た
人
の
た
ま
は
り
に
け
れ
ば
、

た
て
ま
つ
り
け
る

と
あ
り
、
光
覚
の
「
維
摩
会
の
講
師
」
―
―
『
基
俊
集
』
の
「
竪
義
」
と
こ

の
「
講
師
」
と
は
、
維
摩
会
に
お
け
る
役
割
が
異
な
る
―
―
就
任
を
申
請
し

て
洩
れ
て
き
た
こ
と
を
、
忠
通
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
「
し
め
ぢ
が
原
」
と
回

答
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
翌
年
も
選
ば
れ
な
か
っ
た
の
で
、
歌
を
送
っ
た

と
い
う
事
情
を
記
し
て
い
る
。

　

一
方
『
千
載
集
』
の
詞
書
は
、

　
　

�

律
師
光
覚
維
摩
会
の
講
師
の
請
を
申
し
け
る
を
、
た
び
た
び
洩
れ
に
け

れ
ば
、
法
性
寺
入
道
前
太
政
大
臣
に
恨
み
申
し
け
る
を
、
「
し
め
ぢ
の

原
の
」
と
は
べ
り
け
れ
ど
も
、
ま
た
そ
の
年
も
洩
れ
に
け
れ
ば
、
よ
み

て
つ
か
は
し
け
る

と
あ
り
、
「
た
び
た
び
洩
れ
に
け
れ
ば
」
忠
通
に
「
恨
み
申
し
」
た
と
こ
ろ
、

「
し
め
ぢ
の
原
の
」
と
応
答
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
そ
の
年
も
洩
れ
」

た
の
で
、
こ
の
歌
を
詠
み
送
っ
た
と
あ
る
。
『
基
俊
集
』
に
は
、
先
に
述
べ

た
と
お
り
、
「
光
覚
竪
義
事
」
に
つ
い
て
「
御
約
束
」
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
遅
遅
」
と
し
て
就
任
の
沙
汰
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
基
俊
が
催

促
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
し
め
ぢ
が
原
の
」
ま
か
せ
な
さ
い
と
の
返
答

が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
九
月
尽
日
、
惜
レ
秋
言
レ
志
詩
」
を
忠
通
に
た
て

ま
つ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
変
わ
ら
ず
進
捗
し
な
い
状
況
に
苛
立
ち
、

さ
ら
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
右
の
二
集
の
詞
書
は
、
『
基
俊
集
』
を
も
と
に

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
内
容
に
は
相
違
が
あ
る
。
こ
の
異
な
る
点

は
、
今
の
贈
答
詩
歌
の
解
釈
と
は
関
わ
り
が
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
は
触
れ

な
い
で
お
く
。
ま
ず
は
基
俊
詠
の
表
す
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。

　

「
契
り
置
き
し
」
は
、

　
　
　
　

�

方
違
へ
に
、
人
の
家
に
人
を
具
し
て
ま
か
り
て
帰
り
て
つ
か
は
し

け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
知
ら
ず

　
　

�

千
代
経
む
と
契
り
置
き
て
し
姫
松
の
根
ざ
し
そ
め
て
し
宿
は
忘
れ
じ

（
『
後
撰
集
』
巻
十
一
・
792
・
恋
三
）

　
　

�

野
辺
ご
と
に
繁
る
夏
草
深
く
こ
そ
契
り
置
き
し
か
千
歳
か
れ
じ
と

（
『
順
集
』
79
）

な
ど
と
、
男
女
の
恋
愛
に
お
い
て
強
く
深
い
約
束
を
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
も
と
よ
り
、

　
　

�

阿
闍
梨
、
年
ご
ろ
契
り
置
き
た
ま
ひ
け
る
ま
ま
に
、
後
の
御
事
も
よ
ろ

づ
に
仕
う
ま
つ
る
（
『
源
氏
物
語
』
椎
本
）

　
　

�

契
り
置
き
し
花
の
盛
り
を
告
げ
ぬ
か
な
春
や
ま
だ
来
ぬ
花
や
に
ほ
は
ぬ

（
『
更
級
日
記
』
）

の
よ
う
に
、
葬
送
・
供
養
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
や
、
花
が
咲
い
た
ら
知
ら

せ
る
約
束
の
場
合
も
あ
る
。
た
だ
、
基
俊
詠
の
よ
う
な
、
人
事
に
関
す
る
約

束
に
つ
い
て
用
い
る
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
和
歌
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
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内
容
と
言
え
よ
う
か
。

　

「
さ
せ
も
が
露
」
の
「
さ
せ
も
」
は
、
さ
せ
も
草
（
さ
し
も
草
）
に
同
じ
。

よ
も
ぎ
の
異
称
。
も
ぐ
さ
の
原
料
に
な
る
。
こ
の
語
は
、

　
　

�
あ
ぢ
き
な
や
い
ぶ
き
の
山
の
さ
し
も
草
お
の
が
お
も
ひ
に
身
を
こ
が
し

つ
つ
（
『
古
今
六
帖
』
第
六
・3586

・
さ
し
も
草
）

　
　
　
　

女
に
は
じ
め
て
つ
か
は
し
け
る　
　
　
　

藤
原
実
方

　
　

�

か
く
と
だ
に
え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
草
さ
し
も
知
ら
じ
な
燃
ゆ
る
お

も
ひ
を
（
『
後
拾
遺
集
』
巻
十
一
・
612
・
恋
一
）

と
、
「
も
草
」
の
縁
で
、
「
お
も
ひ
（
火
）
」
「
こ
が
す
」
「
燃
ゆ
」
な
ど

を
用
い
、
恋
い
焦
が
れ
る
思
い
の
喩
え
と
な
る
。
た
だ
し
基
俊
詠
は
恋
情
を

歌
う
の
で
は
な
い
。
詞
書
に
よ
れ
ば
、
僧
侶
の
人
事
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
。

こ
の
語
を
用
い
る
の
は
、
詞
書
に
引
く
「
し
め
ぢ
が
原
の
」
歌
、

　
　

�

な
ほ
頼
め
し
め
ぢ
が
原
の
さ
せ
も
草
我
が
世
の
中
に
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は

（
『
新
古
今
集
』
巻
二
十
・1916

・
釈
教
歌
）

を
踏
ま
え
る
か
ら
で
あ
る
。
忠
通
が
こ
の
歌
を
何
ら
か
の
形
で
示
し
た
こ
と

を
承
け
て
、
詩
と
和
歌
を
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
清
水
観
音

御
歌
」
の
表
現
を
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

初
句
「
な
ほ
頼
め
」
の
「
な
ほ
」
は
、
も
っ
と
、
さ
ら
に
、
ま
た
は
や
は

り
、
そ
れ
で
も
の
両
用
の
解
釈
が
あ
り
得
よ
う
。
「
頼
め
」
は
、
清
水
観
音

を
信
じ
な
さ
い
の
意
。
「
し
め
ぢ
が
原
」
は
、
先
に
触
れ
た
。
こ
の
歌
に
つ

い
て
は
、
『
袋
草
紙
』
（
希
代
歌
・
仏
御
歌
）
に
、
「
物
思
ひ
け
る
女
の
、

は
か
ば
か
し
か
る
ま
じ
く
は
死
な
ん
と
申
し
け
る
に
、
示
し
け
る
」
と
、
背

景
を
説
明
し
て
い
る
。
「
し
め
ぢ
が
原
の
さ
せ
も
草
」
を
、
清
水
観
音
か
ら

の
呼
び
か
け
と
解
し
、
「
さ
せ
も
草
」
は
後
世
に
は
、

　
　

�

一サ
シ
モ
ク
サ

切
衆
生
〈
観
音　

ノ

歌　
ニ

云
、
唯
タ
ノ
メ
娑シ

メ
チ
カ
ハ
ラ

婆
世
界
ノ
一サ

シ
モ
ク
サ

切
衆
生
我
世　

ノ

中　
ニ

ア

ラ
ン
カ
キ
リ
ハ
〉
（
元
亀
二
年
本
『
運
歩
色
葉
集
』
）

　
　

さ
し
も
草　

萬
人
の
事
な
り
（
『
匠
材
集
』
第
四
）

　
　

さ
し
も
ぐ
さ　

人
間
、
人
類
、
詩
歌
語
（
『
日
葡
辞
書
』
）

な
ど
と
、
一
切
衆
生
・
人
間
を
喩
え
る
語
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
け
ば
、

こ
こ
は
、
清
水
観
音
が
「
さ
せ
も
草
」
つ
ま
り
衆
生
に
呼
び
掛
け
た
と
解
せ

よ
う
。
ま
た
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
「
さ
し
も
草
」
が
「
お
も
ひ
」
「
こ
が

す
」
「
燃
ゆ
」
な
ど
の
語
を
導
く
と
こ
ろ
か
ら
、
胸
を
焦
が
す
思
い
・
苦
し

み
と
取
り
、
つ
ら
い
悩
み
苦
し
み
が
あ
っ
た
と
し
て
も
と
、
あ
る
人
に
語
り

か
け
た
と
理
解
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
さ
し
も
草
」
を
ど
う
解
す
る
か

は
確
定
し
が
た
い
と
し
て
も
、
こ
の
歌
が
、
「
我
」
清
水
観
音
を
頼
り
と
せ

よ
、
信
じ
な
さ
い
と
、
頼
り
す
が
っ
て
き
た
者
に
応
え
て
い
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。
忠
通
が
「
し
め
ぢ
が
原
の
」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

清
水
観
音
が
語
っ
た
か
の
よ
う
に
、
基
俊
の
依
頼
を
叶
え
る
と
確
約
を
し
た

こ
と
に
な
る
。
基
俊
は
観
音
の
こ
と
ば
と
受
け
取
り
、
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ

た
に
ち
が
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

基
俊
の
歌
に
戻
る
。
「
さ
せ
も
が
露
」
の
「
露
」
は
、
は
か
な
さ
の
象
徴

で
あ
り
、
「
さ
し
も
草
」
に
置
い
た
「
露
」
は
、
い
つ
消
え
る
か
も
分
か
ら

な
い
、
頼
り
な
く
、
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、

忠
通
が
し
た
「
御
約
束
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
約
束
を
守
ら
な
か
っ
た
、
忠

通
の
こ
と
ば
の
軽
さ
へ
の
皮
肉
と
も
と
れ
よ
う
。
こ
れ
を
「
命
に
て
」
と
い
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う
。
こ
の
語
は
、

　
　
　
　

題
知
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原
深
養
父

　
　

�
今
は
は
や
恋
ひ
死
な
ま
し
を
あ
ひ
見
む
と
頼
め
し
こ
と
ぞ
命
な
り
け
り

（
『
古
今
集
』
巻
十
二
・
613
・
恋
歌
一
）

　
　
　
　

�
人
の
婿
の
「
今
ま
う
で
来
む
」
と
言
ひ
て
ま
か
り
に
け
る
が
、

…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
の
母

　
　

�

今
来
む
と
言
ひ
し
ば
か
り
を
命
に
て
ま
つ
に
消け

ぬ
べ
し
さ
く
さ
め
の
刀と

自じ

（
『
後
撰
集
』
巻
十
八
・1259

・
雑
四
）

の
よ
う
に
、
生
き
る
た
め
の
支
え
、
生
き
る
力
の
意
。
は
か
な
い
も
の
で
は

あ
る
が
、
忠
通
の
「
御
約
束
」
は
一
縷
の
望
み
で
あ
っ
た
。
「
今
年
の
秋
も

去
ぬ
め
り
」
の
「
秋
」
「
去
ぬ
」
は
、
48
の
詩
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
九
月

尽
日
に
秋
が
帰
っ
て
行
く
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
の
例
に
は
、

　
　
　
　

同
じ
つ
ご
も
り
の
日
、
よ
め
る

　
　

�

道
知
ら
ば
た
づ
ね
も
行
か
む
も
み
ぢ
葉
を
幣
と
た
む
け
て
秋
は
去
に
け

り
（
『
古
今
集
』
巻
五
・
313
・
秋
歌
下
。
「
同
じ
」
は
長
月
の
こ
と
）

　
　
　
　

同
じ
五
年
亭
子
院
御
屛
風
の
料
に
、
歌
二
十
一
首
（
其
十
八
）

　
　

�

さマ
と
め
てマ
ぞ
見
る
べ
か
り
け
る
花
薄
招
く
方
に
や
秋
は
去
ぬ
ら
む

（
『
貫
之
集
』
第
四
・
516
。
「
同
じ
」
は
天
慶
五
年
の
こ
と
）

が
あ
る
。
こ
の
表
現
に
は
、
帰
り
行
く
秋
を
惜
し
む
心
情
を
込
め
て
お
り
、

基
俊
詠
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
そ
れ
の
み
に
留
ま
る
の
で
は
な

い
。
息
子
光
覚
が
、
維
摩
会
の
竪
義
の
竪
者
に
選
ば
れ
ず
に
、
今
年
の
秋
も

過
ぎ
去
っ
た
と
無
念
の
思
い
を
、
内
に
込
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
興
福
寺
の

維
摩
会
は
、
十
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
開
く
の
で
あ
り
、
九
月
中
に
は
人

事
は
決
ま
る
。
そ
の
年
の
竪
者
が
選
ば
れ
て
、
光
覚
に
就
任
の
可
能
性
が
な

く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
基
俊
は
、
失
望
と
も
怒
り
と
も
と
れ
る
漢
詩
と
和
歌

を
、
九
月
尽
日
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。

五

　

維
摩
会
は
、
藤
原
氏
が
氏
寺
で
あ
る
興
福
寺
に
お
い
て
行
う
仏
事
で
あ
る（
６
）。

催
行
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
氏
長
者
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

『
延
喜
式
』
（
巻
二
十
一
・
玄
蕃
寮
）
に
は
、

　
　

�

凡
興
福
寺
維
摩
会
、
…
…
其
聴
衆
、
九
月
中
旬
僧
綱
簡
定
、
先
経
二
藤

原
氏
長
者
一
定
之
。
但
専
寺
僧
十
人
、
待
二
彼
寺
送
名
簿
一
請
用
。
其
竪

義
者
、
探
題
試
之
。
及
第
者
即
叙
二
満
位
一。

と
、
維
摩
会
の
「
聴
衆
」
（
法
会
に
列
席
す
る
僧
侶
た
ち
）
は
氏
長
者
を
経

て
「
定
」
め
る
と
規
定
し
て
い
る
。
法
会
の
人
事
権
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
「
竪
義
」
は
、
貞
観
十
八
（
八
七
六
）
年
九
月
二
十
三
日
の
太
政
官
符

（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
「
応
三
加
二
請
維
摩
会
聴
衆
九
人
一
事
」
）
に
、

　
　

�

興
福
寺
維
摩
会
立
義
者
九
人
、
元
在
二
聴
衆
卅
人
之
内
一。
而
今
依
二
僧

綱
奏
状
一、
始
レ
自
二
今
年
一、
置
二
聴
衆
之
外
一
（
「
立
義
」
は
竪
義
に
同

じ
）

と
あ
る
よ
う
に
、
元
来
は
「
聴
衆
卅
人
」
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
今
年
か
ら

は
こ
の
中
か
ら
は
除
く
と
決
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
聴
衆
」
が
三
十

人
、
竪
義
が
九
人
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
も

の
の
、
竪
義
の
人
選
は
氏
長
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
『
北
山
抄
』
（
巻
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三
・
維
摩
会
事
）
に
は
、
「
当
年
講
師
、
去
年
会
後
、
長
者
候
二
天
気
一
下

二
宣
旨
一
〈
書
二
名
幷
寺
月
日
一、
給
二
外
記
一
〉
。
見
学
竪
義
、
大
供
奉
下
レ
弁

〈
旧
例
、
下
二
講
師
一。
宣
旨
後
下
云
々
〉
」
と
、
維
摩
会
が
終
わ
る
と
「
講

師
」
「
見
学
竪
義
」
を
決
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
翌
年
の
九
月
に
は
、
「
綱

所
進
二
聴
衆
竪
義
交
名
一
」
と
、
「
綱
所
」
（
僧
綱
）
が
「
聴
衆
・
竪
義
の

交
名
」
を
改
め
て
奉
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
氏
長
者
が
人
選
の
判
断
を
下
す

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
古
記
録
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
権
記
』
（
長
保
元
〈
九
九
九
〉
年
十
月
九
日
条
）
に
よ
れ
ば
、
藤
原
行
成

が
、
維
摩
会
の
勅
使
と
し
て
「
山
階
寺
」
（
興
福
寺
）
へ
向
か
う
挨
拶
を
藤

原
道
長
に
し
た
と
こ
ろ
、
「
十
聴
衆
の
文
」
を
す
で
に
受
け
と
っ
て
い
た
も

の
の
、
前
年
申
請
の
あ
っ
た
「
当
年
研
学
竪
義
者
文
」
を
紛
失
し
た
の
で
、

下
給
さ
れ
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
十
六
日
に
法
会
が
終
わ
り
、
行
成
が

「
勅
使
房
」
に
帰
り
都
へ
戻
る
支
度
を
し
て
い
る
間
に
、
「
長
保
上
人
持
二

来
明
年
研
学
竪
義
供
解
一
」
と
、
翌
年
の
研
学
竪
義
に
つ
い
て
の
提
案
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
『
中
右
記
』
の
承
徳
二
（
一
〇
九
八
）
年
九
月
二
十
四
日
条
に
は
、

「
維
摩
会
卌
聴
衆
」
「
請
聴
衆
事
」
な
ど
の
員
数
・
僧
名
を
書
き
と
め
て
い

る
。
勅
使
で
あ
る
藤
原
宗
忠
の
、
職
務
上
の
必
要
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

宗
忠
は
翌
月
八
日
、
氏
長
者
で
あ
る
関
白
藤
原
師
通
の
も
と
へ
参
上
し
、
維

摩
会
を
開
く
た
め
に
奈
良
へ
赴
く
旨
を
報
告
す
る
。
師
通
か
ら
は
、
次
の
文

書
が
下
さ
れ
た
。

　
　

聴
衆
先
奏
一
巻
、
十
聴
衆
夾
名
一
通

　
　

金
堂
試
年
分
度
者
文
一
通

　
　

当
年
研
学
竪
義
簡
定
供
解
二
通

　
　

…
…

こ
れ
も
僧
ら
の
名
簿
で
あ
る
。
氏
長
者
が
下
給
す
る
文
書
に
記
さ
れ
た
僧
ら

が
、
法
会
を
執
行
す
る
の
で
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
寺
僧
か
ら
の
推
挙
が
あ
る

と
は
言
え
、
人
選
に
当
た
っ
て
氏
長
者
の
意
向
を
反
映
す
る
余
地
は
多
分
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
十
六
日
の
維
摩
会
終
了
後
の
こ
と
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
別
当
法
印
頼
尊
と
の
や
り
取
り
を
記
し
て
い
る
。

　
　

�

別
当
法
印
以
レ
詞
、
挙
二
申
明
年
講
師
一
人
一
〈
号
二
細
殿
挙
一
〉
。
予
答

云
、
非
別
当
弁
下
向
時
、
細
殿
挙
幷
明
年
竪
義
簡
定
供
解
為
二
故
実
一

不
レ
知
云
々
。
如
何
。
法
印
答
云
、
去
年
左
少
弁
有
信
、
雖
二
非
別
当
一

伝
二
此
挙
一。
只
可
レ
申
者
。
仍
随
二
彼
命
一
聞
了
。

こ
の
中
で
宗
忠
は
、
明
年
の
「
講
師
一
人
」
を
推
挙
す
る
「
細
殿
挙
」
や

「
明
年
竪
義
簡
定
供
解
」
な
ど
が
「
故
実
」
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
告

げ
て
い
る
。
こ
の
後
、
維
摩
会
の
「
僧
綱
挙
」
「
細
殿
挙
」
な
ど
を
書
き
と

め
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
従
二
寺
家
一
付
二
別
当
弁
左
大
弁
一
挙
申
」
つ
ま
り

「
寺
家
」
興
福
寺
か
ら
、
「
別
当
弁
左
大
弁
」
こ
こ
で
は
宗
忠
を
と
お
し
て

「
挙
申
」
す
る
の
だ
と
注
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
氏
長
者
に
報
告
す

る
の
で
あ
る
。

　

古
記
録
に
残
る
実
例
を
み
て
も
、
氏
長
者
が
維
摩
会
に
お
け
る
人
選
を
最

終
決
定
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
基
俊
は
忠
通

に
、
子
息
光
覚
を
竪
義
に
選
ぶ
よ
う
依
頼
す
る
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
触
れ

た
と
お
り
、
『
長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
』
は
、
忠
通
の
需
め
に
よ
っ
て
撰
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し
た
も
の
で
あ
る
し
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
も
忠
通
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
て

成
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
父
基
俊
と
し
て
は
、
子
息
光
覚
の
将
来
も

視
野
に
入
れ
て
、
実
力
者
忠
通
の
要
請
を
受
け
入
れ
て
き
た
に
違
い
あ
る
ま

い
。

　

そ
れ
で
は
光
覚
は
「
竪
義
」
に
な
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
保
延
五

（
一
一
四
〇
）
・
六
年
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　
　

�

竪
義
〈
玄
厳
、
光
覚
、
四
十
。
已
上
二
人
雖
二
賜
請
一
不
レ
遂
之
〉
…
…

　
　
　

�

今
年
三
月
八
日
、
大
衆
焼
二
失
長
吏
隆
覚
法
印
房
一
追
却
了
。
仍
今

年
維
摩
会
、
依
下
無
二
探
題
一
又
無
中
竪
義
上、
玄
厳
・
光
覚
、
雖
レ
賜
レ

講
不
レ
遂
二
其
業
一
（
『
三
会
定
一
記
』
第
一
・
保
延
五
年
）

　
　

竪
義
〈
晴
誉
五
十
七
、
光
覚
卌
一
…
…
〉
（
同
・
保
延
六
年
）

　
　

�

竪
者
光
覚
〈
在
二
大
衆
訴
一、
別
当
法
印
不
レ
被
二
下
向
一。
随
無
□
□
今
年

不
レ
遂
之
。
保
延
六
年
遂
之
。
前
左
衛
門
佐
基
俊
入
道
子
、
四
十
一
〉

（
『
僧
綱
補
任
』
第
六
・
保
延
五
年
）

　
　

�

当
年
維
摩
竪
義　

第
三
日
、
光
覚
〈
去
年
依
レ
無
二
探
題
一
不
レ
遂
。
仍

今
年
勤
之
〉
（
同
・
保
延
六
年
）
。

五
年
は
別
当
法
印
の
不
在
に
よ
っ
て
、
論
義
な
ど
は
行
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
、

竪
義
に
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
ま
た
、
保
延
六
年
で
四
十
一

歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
『
三
会
定
一
記
』
の
保
延
五
年
条
に

は
、
「
大
衆
」
に
よ
っ
て
「
隆
覚
法
印
」
が
追
放
さ
れ
た
た
め
に
、
竪
義
の

僧
に
出
題
を
す
る
役
の
「
探
題
」
が
不
在
と
な
り
、
「
竪
義
」
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
「
玄
厳
・
光
覚
」
は
「
竪
義
」
に
選
ば
れ
て
い

た
が
、
「
其
業
」
を
果
た
せ
な
か
っ
た
と
あ
る
。
光
覚
に
と
っ
て
は
不
運
な

事
態
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
気
の
毒
な
で
き
ご
と
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

『
中
右
記
』
保
延
元
年
十
月
十
五
日
条
に
は
、
関
白
忠
通
の
こ
と
ば
を
引
い

て
い
る
。
「
従
二
関
白
殿
一
被
レ
仰
云
、
賢
豪
〈
寺
分
〉
、
晴
詮
、
千
覚
、
維

摩
竪
義
仰
下
了
。
抑
光
覚
已
満
了
。
極
糸
惜
思
食
云
々
」
竪
義
に
選
ば
れ
た

僧
名
を
挙
げ
た
後
、
「
光
覚
」
が
所
定
の
年
月
を
満
た
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
選
ば
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
「
極い
み

じ
く
糸い

と

惜を

し
」
と
憐
れ
ん
で
い
る
。

こ
の
時
点
で
有
資
格
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
法
義
に
つ
い
て
の
十
分
な

学
殖
を
備
え
て
い
た
ら
し
い
。
忠
通
と
し
て
も
、
「
し
め
ぢ
が
原
の
」
と
保

証
す
る
だ
け
の
根
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
基
俊
は
も
ど
か
し

く
、
焦
り
や
無
念
な
ど
複
雑
な
胸
中
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

基
俊
の
忠
通
へ
の
懇
願
が
、
保
安
元
（
一
一
二
〇
）
年
十
一
月
に
、
父
忠

実
が
内
覧
を
停
止
さ
れ
、
そ
の
後
を
承
け
て
関
白
・
氏
長
者
に
就
い
て
以
来

だ
と
す
れ
ば
、
じ
つ
に
二
十
年
余
を
費
や
し
た
上
で
の
、
悲
願
成
就
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
基
俊
は
八
十
四
・
五
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
、
二
年

後
に
は
没
す
る（
７
）。

最
晩
年
で
の
慶
事
で
あ
っ
た
。

　

『
百
人
一
首
』
に
も
採
ら
れ
た
基
俊
の
こ
の
和
歌
に
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ

て
き
た
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
『
続
詞
花

集
』
『
千
載
集
』
の
詞
書
は
、
『
基
俊
集
』
と
は
微
妙
に
相
違
す
る
。
『
百

人
一
首
』
に
到
っ
て
は
詞
書
を
持
た
な
い
。
同
じ
和
歌
で
あ
っ
て
も
、
歌
集

に
よ
っ
て
解
釈
の
異
な
る
こ
と
は
多
い
。
基
俊
の
歌
は
、
受
け
取
り
よ
う
に

よ
っ
て
は
、
深
い
悲
し
み
を
訴
え
、
絶
望
を
伝
え
る
恋
の
和
歌
と
も
解
し
う

る
。
『
百
人
一
首
』
の
注
釈
書
は
、
出
典
に
溯
っ
て
詠
じ
た
背
景
を
探
り
、
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解
釈
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
和
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
集
の

中
に
お
い
て
、
ど
う
読
む
べ
き
か
を
考
え
る
立
場
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
内
容
は
、
『
基
俊
集
』
内
に
お
け
る
解

釈
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
は
、
異
論
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
諸
賢
か
ら
、
詩

歌
群
や
諸
資
料
の
解
釈
と
も
ど
も
ご
批
正
い
た
だ
き
た
い
。

　

注
（
１�

）
前
稿
で
述
べ
た
、
平
安
時
代
に
お
け
る
『
毛
詩
』
「
鶴
鳴
」
の
受
容

に
つ
い
て
は
、
田
中
智
子
氏
の
「
述
懐
歌
と
類
型
表
現
―
―
『
毛
詩
』

「
鶴
鳴
」
篇
を
踏
ま
え
た
和
歌
を
中
心
に
―
―
」
（
「
む
ら
さ
き
」
第

五
十
一
輯
・
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
が
あ
る
。
平
安
和
歌
へ
の
目
配
り

が
行
き
届
い
た
好
論
で
あ
る
。
参
看
を
怠
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

（
２�

）
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
基
俊
朝
臣
集
』
（
承
空
本
私
家
集
）
の

漢
詩
本
文
も
同
じ
。
た
だ
し
、
傍
記
は
な
い
。

（
３�

）
九
月
尽
の
詩
歌
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
「
四
季
語
を
通
し
て
―

―
「
尽
日
」
の
誕
生
―
―
」
（
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学 
補
篇
』

二
〇
〇
二
年
二
月
・
塙
書
房
、
所
収
）
、
太
田
郁
子
「
『
和
漢
朗
詠

集
』
の
「
三
月
尽
」
・
「
九
月
尽
」
」
（
「
言
語
と
文
芸
」
第
九
十
一

号
・
一
九
八
一
年
三
月
）
、
拙
稿
「
菅
原
氏
と
年
中
行
事
―
―
寒
食
・

八
月
十
五
夜
・
九
月
尽
―
―
」
・
「
『
源
氏
物
語
』
の
九
月
尽
―
―
光

源
氏
と
空
蟬
の
別
れ
―
―
」
（
『
平
安
朝
の
歳
時
と
文
学
』
二
〇
一
八

年
十
月
・
和
泉
書
院
、
所
収
）
参
照
。

（
４�

）
白
居
易
は
、
一
年
に
お
け
る
節
目
を
迎
え
る
ご
と
に
、
己
の
年
齢
を

意
識
し
て
い
る
。
こ
の
三
月
尽
や
除
夜
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
た
と

え
ば
自
身
も
寒
食
に
お
い
て
、

　
　
　
　

�

忽
因
二

時
節
一

驚
年　

幾
、  

四
十
如イ

マ
シ今
欠
二
一
年
一
（
巻

十
四
・0719

、
「
寒
食
夜
」
。
『
千
載
佳
句
』
上
・
244
・
寒
食
）

　
　

と
詠
じ
て
い
る
。

（
５�

）
大
谷
雅
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
６�

）
維
摩
会
に
つ
い
て
は
、
上
田
晃
圓
「
興
福
寺
の
維
摩
会
の
成
立
と
そ

の
展
開
」
（
「
南
都
仏
教
」
第
四
十
五
号
・
一
九
八
〇
年
十
二
月
、
土

橋
誠
「
維
摩
会
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（
直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀
記

念
会
編
『
古
代
史
論
集
下
』
一
九
八
九
年
一
月
・
塙
書
房
、
所
収
）
な

ど
を
参
照
。

（
７�

）
基
俊
の
生
年
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
そ
の
中
の
天
喜
四

（
一
〇
五
六
）
年
説
を
是
と
し
て
、
年
齢
を
算
出
し
た
。
拙
稿
「
藤
原

基
俊
生
年
考
」
（
本
誌
第
七
号
・
一
九
九
六
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

イ
ク
バ
ク
ナ
ル
カ
ト


